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	スライド 1:  がん患者の不安や悩みを軽減するために、がんを経験した者もがん患者に対する相談支援に 参加する ことが必要であることから、基本的ながんの知識やコミュニケーションスキルを 学んだ「がんピア・サポーター」を養成し、県内のがん診療連携拠点病院等で行われる がんサロン等におけるピア・サポート の活用を推進するものです。

